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１．BixEnvironmentMarker の概要 

BixEnvironmentMarker は、植物栽培過程の情報を記録した Bix-pp を読み込み、任意

の条件で環境を評価するソフトウェアです。 

 

２．使用準備 

JRE のインストール方法 

インターネットで java を検索し、日本語版または英語版の公式サイトから JRE をダウ

ンロードします。ダウンロード後、JRE インストーラーの指示に従いインストールを

行ってください。 

 

 
       URL http://java.com/ja/download/ 

 

Java のサイトを参考にして JRE のインストール、BixEnvironmentMarker を導入し

たパソコンを用意、パソコンに生産過程の情報を記録した Bix-pp を用意して下さい。 
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３．読み込み方法 

BixEnvironmentMarker.jar をダブルクリックして起動します。画面上部のファイルを

クリックし、Bix-pp 読み込みをクリックします。ファイルチューザーが開きますので、

評価したい Bix-pp を選んで開いてください（図１）。読み込みに成功すると、グラフ

と書いてある部分の下に Bix-pp に記録された環境要素名が表示されるのでチェックし

てください（図２）。 

 

            図１評価したい Bix-pp ファイルを開く 

 

図２赤い枠の中をチェックする。記録された生産過程がグラフで表示される。 

 

 

 

 



4 
 

４．グラフの見方 

読み込んだ環境要素は、縦軸に値、横軸に日付で表示されます（図３）。設定画面で条

件の評価を行うと、グラフ上に網掛けによってマーキングされます（図４）。マーキン

グされた箇所が任意の条件を満たした箇所となります。また、グラフ上でドラッグす

るとグラフを拡大できます。折れ線グラフは、左側に表示されたチェックボックスの

チェックを外すと非表示にできます。 

   
      図３縦軸が値、横軸が日付 

 

図４グラフをドラッグで拡大 
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５．設定 

グラフが表示されたら、設定から必要な環境要素にチェックを入れ、数字を入力し、

マーカーをクリックします（図５）。使える環境要素は全部で三つです。プルダウンメ

ニューから選択して、以上、以下、継続時間に任意でチェックして数値を入力します。 

 
図５評価したい条件を入力する。画面左下にはログが表示される。 

 

設定で入力した条件がグラフに反映され、マーキングされます。マーキングされた箇

所が入力した条件を評価した箇所になります（図６）。 

  

図６グラフにマーキングされる。 
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６．継続時間 

継続時間に数値を入力してマーカーを押すと、環境要素で入力した設定が継続時間

に入力した数値以上継続した場合、マーキングされます（図７）。 

 
図７マーキングされた箇所が図６よりも絞られる 

 

７．条件保存 

条件保存とは、設定で数値を入力して条件を評価したものを保存できる機能です。 

設定画面下のラジオボタンをクリックして条件名を入力し、条件固定をクリックす

ることで、今設定したグラフと条件に名前をつけることができます（図８）。 

しかし、BixEnvironmentMarker を閉じてしまうと、名前をつけた条件が消えてし

まうので、ユーザー条件から csv ファイル保存をクリックして任意の保存先へ保存し

て下さい（図９）。 

 

図８名前をつけた条件が表示される。 
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図９ csv ファイル保存をクリックして任意の場所に保存する。 

 

保存した条件を読み込むには、ユーザー条件から csv ファイル読込をクリックして、

名前をつけたファイルを選び、開くをクリックすれば見ることができます（図１

０）。 

    

     図１０保存した条件を読み込むには、csv ファイル読込をクリックしてください。 
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